
私たちの自由な世界地図 でもっと面白い、役に立つ。

◎自由に利用でき、簡単に編集ができる地図

世の中には有償無償に関わらずさまざまな地図媒体や地図

サービスが存在し、私たちの生活のいろいろな場面で活躍して

います。しかし、ほとんどの場合は無断複製や改変が禁止されて

おり、利用者は地図データに手を加えることができません。

OpenStreetMap（OSM）は世界中の参加者が地図データを追

加・編集しあいながら発展させることを目的としているため、自

由度の高いライセンス形態になっています。　 サイクリングや

ウォーキングを趣味にしている方が、既存の地図では見つけ

にくい休憩ポイントやおもしろいルートを知っているかもし

れません。また、地形や歴史に詳しい方が今まで注目されな

かったすてきなランドマークを知っているかもしれません。

OpenStreetMapはそんな情報を地図データとして書き込み、共

有することができるプロジェクトです。

◎自由な地図で新たなイノベーション

地図データにはバスの路線情報・道路の制限速度・お店の営業時

間などさまざまな情報を付加することができ、世界各地で日々

アップデートされています。これらの情報を共有し活用するこ

とで、既存の地図では実現できない新たなイノベーションを作

り出すことも可能です。

OpenStreetMapでは地図データを編集する

人たちのことを「マッパー」、編集すること

を「マッピング」と呼んでいます。

マッパーは、お店や公園などの施設情報は

もとより、バス停・郵便ポスト・自動販売機・

消火器などの位置に至るまでさまざまな

情報を集めながら各地を探索していきま

す。集められた情報はパソコンやスマート

フォンを使ってOSMへ入力すると即座に

反映し共有されます。地図データの編集は

Webブラウザ上で行うこともできるので、

誰でも簡単に編集することができるほか、

衛星写真を使って建物や道路などを入力

することもできます。

OpenStreetMapのデータが地図になるまで

・マッパーが元となるデータを集める

（GPS・衛星写真・現地調査など）

・マッパーが編集アプリを使って地図データ

を編集

・OpenStreetMapの地図データを使ったさまざ

まなサービスが地図へ画像化

◎ 知る楽しみ、コミュニケーション

〜マッピングパーティを通じた
街の再発見、地域交流〜

土地を知る

仲間を知る

歴史を知る

文化を知る

マ ッ ピ ン グパー

ティとは、マッパー

同士が集まって共

同でマッピングし

あうイベントです。

普段行き慣れた場

所でも、テーマを決

めて探索していく

と新たな発見に出

会えます。

◎容易な他言語活用でインバウンド（観光客）需要

地図データは複数の言語を同時に登録することができるので、対応し

た地図アプリを使えば言語を切り替えて表示することができます。一

度データを入力しておけば海外からの観光客向けの地図を容易に作

ることが可能です。

◎ 福祉、防災対策に活用

地図データに情報を付加できる特性を活かし、車いす利用者向け

の地図サイト(Wheelmap)で利用されている実績があります。

また、リアルタイムにデータを反映できるため災害時の地理情報

提供ツールとしても活用されています。

WheelmapはOpenStreetMapの地物データをもとに車いす利用

者が自力で移動できる場所を共有することができます。

入力された情報は誰でも更新することができます。


